
　

当
院
に
は
２
つ
の
集
中
治

療
室
が
あ
り
ま
す
。
主
に
重

症
外
傷
対
応
の
救
命
セ
ン

タ
ー
Ｉ
Ｃ
Ｕ
18
床
、
主
に
循

環
器
疾
患
（
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
）
対
応
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
／
Ｃ
Ｃ
Ｕ
10
床
で
す
。
今

回
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
／
Ｃ
Ｃ
Ｕ
（
以
下
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
を
紹
介

し
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
本
館
の
４
階
に
あ
り
、
患
者

さ
ん
は
多
く
の
点
滴
や
検
査
・
医
療
機
器
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト
や
手
厚
い
看
護
が
必
要
な
こ
と
が
多
い

で
す
。
医
師
を
は
じ
め
、
看
護
師
・
医
療
機
器
を

管
理
す
る
技
師
や
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
ら
多
職
種

で
チ
ー
ム
を
組
み
、
少
し
で
も
早
く
回
復
で
き
る

よ
う
に
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と
向
き
合
っ
て
い
ま

す
。
夜
間
で
も
患
者
さ
ん
２
人
に
対
し
て
１
人
の

看
護
師
が
担
当
で
き
る
よ
う
な
人
員
配
置
に
な
っ

て
い
ま
す
。
一
般
病
棟
と
違
い
面
会
制
限
が
あ
る

の
で
、
患
者
さ
ん
に
は
寂
し
い
思
い
を
さ
せ
ご
家

族
に
も
不
便
さ
を
感
じ
さ
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
治
療
に
専
念
し
て
い
た
だ
き
、
患
者
さ
ん
を

感
染
か
ら
守
る
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

昨
今
は
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に

入
ら
れ
た
患
者
さ
ん
の
中
に
も
「
延
命
治
療
を
望

ま
な
い
」「
状
態
が
悪
化
し
た
と
き
に
は
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
医
療
機
器
の
装
着
を
望
ま
な
い
」
と
い

う
こ
と
も
耳
に
し
ま
す
。
医
師
か
ら
話
を
聞
き
、

患
者
さ
ん
本
人
だ
け
で
な
く
ご
家
族
も
い
ろ
い
ろ

な
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
、
悩
む
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
は
、
ぜ
ひ

私
た
ち
看
護
師
に
も
そ
の
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
思
い
に
寄
り
添
い

な
が
ら
ご
支
援
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
普
段
か
ら
ご
家
族
や
身
近
な
人
と
、
自
分
の

命
が
危
う
く
な
っ
た
と
き
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を

希
望
す
る
の
か
話
し
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
お
く
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
病
気
や
事
故
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
か
ら
こ
そ
、
気
持
ち
の
備
え
は
大
切
で
す
。 

｠
心
臓
病
は
、
日
本
人
の
死
亡
原

因
の
第
２
位
を
占
め
、
そ
の
半
数

は
狭
心
症･

心
筋
梗
塞
が
原
因
と

さ
れ
ま
す
。
狭
心
症･

心
筋
梗
塞

は
、
日
本
人
の
多
く
の
人
に
関
連

が
あ
る
病
気
で
す
。

【
狭
心
症･

心
筋
梗
塞
と
は
？
】　

心
臓
を
栄
養
す
る
血
管

（
冠
動
脈
）
が
、
動
脈
硬
化
や
血
栓
で
詰
ま
り
、
心
臓
の

筋
肉
の
細
胞
（
心
筋
細
胞
）
の
栄
養
不
足
か
ら
、
狭
心

症･

心
筋
梗
塞
が
起
こ
り
ま
す
。
特
に
心
筋
梗
塞
は
、
発

病
直
後
か
ら
命
に
危
険
が
生
じ
る
不
整
脈
（
心
室
細
動

な
ど
）
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、
一
刻
も
早
く
病
院

に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
心
筋
梗

塞
は
、
時
間
と
共
に
心
筋
細
胞
が
死
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
早
期
治
療
が
望
ま
れ
ま
す
。

【
狭
心
症･

心
筋
梗
塞
の
症
状
】　
「
よ
も
や
心
臓
の
病
気

だ
と
思
わ
な
か
っ
た
」
と
、
狭
心
症･

心
筋
梗
塞
の
み

な
さ
ん
は
、
病
気
を
振
り
返
ら
れ
ま
す
。
症
状
を
知
る

こ
と
が
、
命
を
守
る
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
典
型
的
な

狭
心
症
の
症
状
は
、
急
ぎ
足
、
階
段
を
登
る
な
ど
、
体

を
動
か
し
た
際
に
「
前
胸
部
や
背
中
の
圧
迫
感
・
締
付

け
感
が
５
分
程
度
続
く
」
と
い
う
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、

血
管
の
詰
ま
り
が
悪
化
し
た
場
合
、「
発
作
が
運
動
時
だ

け
で
な
く
、
安
静
時
に
も
起
こ
る
」「
発
作
の
頻
度
が
高

く
、
継
続
す
る
時
間
が
長
く
な
る
」
な
ど
の
変
化
が
生

じ
ま
す
。

【
狭
心
症･

心
筋
梗
塞
の
治
療
】　

多
く
の
場
合
、
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
治
療
が
第
一
選
択
と
な
り
ま
す
。
直
径
数
㎜

の
細
い
管
を
、
手
首
や
足
の
付
け
根
か
ら
動
脈
を
介
し

て
心
臓
ま
で
通
し
、
血
管
の
詰
ま
り
を
解
除
し
ま
す
。

体
へ
の
負
担
が
少
な
い
の
が
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
長
所

で
、
狭
心
症
の
場
合
、
治
療
翌
日
に
退
院
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
（
心
筋
梗
塞
の
場
合
に
は
、
心
臓
の
筋
肉
の

調
子
を
整
え
る
時
間
が
必
要
な
の
で
、
通
常
２
週
間
の

入
院
を
要
し
ま
す
）。

【
最
後
に
】　

診
断
技
術
、
治
療
と
も
に
、
受
診
さ
れ
る

み
な
さ
ん
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
方
向
に
、
年
々
進
歩

し
て
い
ま
す
。
症
状
を
自
覚
さ
れ
た
場
合
に
は
、
お
早

目
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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　　　　　　　　　　　　　　　地域の医療連携の中核を担う
りんくう総合医療センター

                                  問合先　地域医療連携室  （☎469-3111 Fax469-7929）

　10月17日～23日は
薬と健康の週間

　医薬品は、正しい知識を身につけて
使用しましょう。万が一、入院治療が
必要となるほどの健康被害がおきたと
きは、次の機関に相談してください。
問合先　独立行政法人 医薬品医療機
器総合機構
●薬と健康の週間について

（☎03-3506-9460）
●医薬品副作用被害救済制度について

（ 0120-149-931）

石綿ばく露者の健康管理に係る試行調査
　市では大阪府からの委託で、石
綿ばく露者の健康管理に係る試行
調査を実施しています。
期間　平成31年度まで（予定）
内容　問診、胸部CT検査、保健
指導、精密検査（胸部CT検査の
結果、石綿を原因とする肺疾患が
疑われる場合のみ）
※胸部CT検査を受診しない人は、
調査対象にはなりません。
　胸部X線撮影は、試行調査で実
施しません。
目的　石綿検診の実施を見据え、
試行調査を実施することを通じ
て、実施主体・既存検診（肺がん
検診など）との連携方法・対象者、
対象地域の考え方・検査頻度・事
業に要する費用などの課題・検討
を行うこと
対象　次の①～④のすべてにあて
はまる人
①市内に住民票がある
②調査対象地域やその周辺で石綿

取扱い施設が稼働していたなど石
綿飛散が発生した可能性のある時
期に、当該調査対象地域に居住し
ていた
 ③市が検査を実施する医療機関な
どで受診できる（詳しくは問い合
わせてください。）
④試行調査の内容を理解し、調査
への協力に同意する
※条件に該当する人であっても、
下記の人は対象外になります。
●労働安全衛生法の石綿健康管理
手帳を取得しているまたは交付要
件に該当している
●石綿障害予防規則により職場な
どで石綿に関する特殊健康診断を
受けることができる
●石綿関連疾患が原因で医療機関
を継続的に受診し、石綿関連疾患
に係る健康管理が行われている
申込・問合先　健康推進課
※受診無料。実施医療機関など、
詳しくは問い合わせてください。
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